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日
ご
ろ
よ
り
同
窓
会
活
動
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
感
謝
い
た
し
ま

す
。
お
陰
様
で
、
平
成
三
十
年
度
に

計
画
し
た
諸
活
動
を
無
事
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
令
和
元
年
度
を
迎
え
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
母
校
の
発
展
に
寄
与

す
べ
く
同
窓
会
活
動
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
教
育
新
報
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
で
す
。「
カ
ラ
ー
刷
り
・

見
出
し
の
工
夫
」
を
図
り
、「
よ
り

皆
様
に
親
し
ま
れ
る
広
報
誌
」
を
目

指
し
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
充
実
を
図
り
ま
す
の
で
情
報
発
信

や
情
報
交
換
に
利
用
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
支
部
活
動
や
学
科
の

集
い
、
同
期
の
集
い
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
で
す
。
活
動
助
成
も
あ
り
ま
す

の
で
、
事
務
局
へ
の
申
請
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
度
の
十
月
六
日
に
二
十
八
期

の
四
十
周
年
記
念
同
窓
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
生
田
孝
至
先
生
を
お
迎
え

し
て
、
北
海
道
を
初
め
と
し
て
全
国

か
ら
九
十
六
名
の
参
加
を
得
ま
し

た
。
全
員
が
還
暦
を
迎
え
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
気
持
ち
は
大
学
時
代
に

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
、
旧
交
を
温
め

る
素
晴
ら
し
い
会
と
な
り
ま
し
た
。

支
部
や
学
科
の
縦
の
つ
な
が
り
も
大

事
で
す
が
、
同
期
と
い
う
横
の
つ
な

が
り
も
大
事
に
し
て
い
く
同
窓
会
活

動
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
同

期
の
会
の
予
定
が
あ
り
ま
し
た
ら
事

務
局
に
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　

広
報
部
員
と
し
て
本
部
役
員

と
な
っ
て
二
年
目
に
な
る
。
本

部
会
や
評
議
会
等
で
は
、
名
立

た
る
大
先
輩
が
勢
揃
い
す
る
場

に
恐
縮
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

臼
杵
勇
人
同
窓
会
長
は
、
私
が
新
採
用

の
頃
目
標
と
し
て
い
た
先
輩
の
一
人
で

あ
る
。
自
分
の
よ
う
な
者
が
こ
の
場
に

い
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
な
が
ら

も
、
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

昨
年
度
は
、「
に
い
が
た
教
育
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
や
「
同
窓
会
の
集
い
」
に
も
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ど
ち
ら
も
自

分
の
今
や
今
ま
で
を
振
り
返
り
、
ま
た
、

こ
れ
か
ら
の
在
り
方
を
考
え
て
い
く
上

で
大
変
貴
重
で
有
意
義
な
機
会
と
な
っ

た
。

　

令
和
元
年
と
な
る
今
年
度
、「
教
育
新

報
」
が
大
幅
に
紙
面
を
一
新
す
る
。
同

窓
会
の
活
動
や
同
窓
会
員
の
活
躍
を
、

更
に
広
く
伝
え
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
。

ま
た
、
教
育
実
践
学
研
究
科
奨
学
金
制

度
も
画
期
的
で
興
味
深
い
事
業
で
あ
る
。

　

ど
ち
ら
も
、
大
学
や
大
学
院
と
学
校

現
場
と
の
連
携
を
更
に
充
実
す
る
も
の

に
な
る
と
期
待
し
て
い
る
。
私
も
、
微

力
な
が
ら
貢
献
で
き
る
よ
う
、
努
め
た

い
と
思
う
。

　
　
　
　
　

（
広
報
部　

若
月　

利
春
）

新潟大学
教育学部同窓会
ホームページ

情 報
交 換

情 報
発 信

令
和
こ
そ

    

縦
と
横
の
つ
な
が
り
を
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六
月
八
日
（
土
）、
新
潟
教
育
会
館
を
会

場
に
、
新
潟
大
学
教
育
学
部
長 

柴
田
透
様
、

教
育
実
践
学
研
究
科
長 

宮
薗
衛
様
を
来
賓

に
迎
え
、
令
和
最
初
の
同
窓
会
評
議
会
が
開

催
さ
れ
た
。

　

祝
辞
と
し
て
柴
田
透
様
か
ら
、
教
育
学
部

の
改
革
に
つ
い
て
以
下
の
話
が
あ
っ
た
。

○　

教
育
学
部
の
定
員
を
現
在
の
二
二
〇
名

　
　

か
ら
一
八
〇
名
に
減
ら
す
こ
と
。

○　

入
試
に
面
接
を
取
り
入
れ
る
こ
と
。

○　

小
・
中
学
校
両
方
の
免
許
の
所
得
を
必

　
　

修
と
す
る
こ
と
。

○　

附
属
学
校
の
副
校
長
を
校
長
と
し
常
駐

　
　

さ
せ
る
こ
と
。
ま
た
、
教
育
学
部
附
属

　
　

学
校
か
ら
新
潟
大
学
附
属
学
校
と
名
称

　
　

を
新
た
に
す
る
こ
と
。

　

ま
た
、
宮
薗
衛
様
か
ら
は
、
教
育
実
践
学

研
究
科
に
つ
い
て
の
話
が
あ
っ
た
。
そ
の
中

で
、
教
育
実
践
学
研
究
科
は
、
現
場
と
理
論

を
繋
げ
、
学
び
続
け
る
教
師
を
目
指
し
て
自

己
形
成
す
る
こ
と
の
で
き
る
人
材
を
育
成
し

て
い
き
た
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
評
議
会
で
は
、
昨
年
度
末
に
奨

学
金
を
受
け
た
二
名
の
教
育
実
践
学
研
究
科

生
の
研
究
発
表
が
あ
り
、
そ
し
て
、
平
成

三
〇
年
度
の
会
務
・
決
算
報
告
、
令
和
元
年

度
の
本
部
役
員
・
活
動
の
重
点
等
が
承
認
さ

れ
た
。
更
に
、
令
和
元
年
度
の
各
専
門
部
の

活
動
報
告
・
活
動
計
画
、
予
算
案
が
提
案
さ

れ
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

昨
年
度
末
に
奨
学
金
を
授
与
さ
れ
た
６
名

の
教
育
実
践
学
研
究
生
を
代
表
し
て
、
２
名

の
院
生
か
ら
の
実
践
発
表
が
あ
っ
た
。

○　

参
画
型
校
内
研
修
に
よ
る
協
働
性
・
同

　
　

僚
性
と
授
業
力
の
向
上

  

学
校
経
営
コ
ー
ス　

小
森
康
貴

○　

物
語
文
に
お
け
る
児
童
の
読
み
を
広
げ
、

　

深
め
る
授
業
づ
く
り

 　

～
児
童
の
対
話
に
着
目
し
て
～

　

教
育
実
践
コ
ー
ス　

月
岡
千
夏 

　　

教
育
学
部
や
教
育
実
践
学
研
究
科
と
連

携
・
協
力
し
な
が
ら
、
母
校
の
発
展
に
寄
与

す
る
た
め
、
同
窓
会
と
し
て
の
支
援
方
法
を

検
討
す
る
と
と
も
に
、
同
窓
会
活
動
の
一
層

の
充
実
を
め
ざ
す
。

一　

「
同
窓
生
の
集
い
」
の
充
実

二　

広
報
活
動
の
充
実

三　

組
織
の
充
実
と
強
化

四　

大
学
と
の
連
携

五　

全
学
同
窓
会
と
の
連
携

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

（
文
責　

保
坂　

章
夫
）

評
議
会
の
報
告

令和元年

6/8㈯
会　場

新潟教育会館

研

究

発

表

令
和
元
年
度

　
　
　活
動
の
重
点

「カミングホームデイ」 バージョンアップ

令和元年８月 24 日（土）　12:00 ～ 14:00
ホテルサンルート新潟
平成 27 年３月～ 31 年３月に新潟大学教育学部を
卒業した皆様 並びに教育学研究科を修了した皆様
無料
・同窓会長あいさつと学部長・教育実践学研究科長による激励の言葉　・昼食会　・卒業生・修了生が、
事前に作成したスライド写真等を基に発表をいただき、卒業後の活躍を共有し、大学や同窓会への
要望を寄せていただくとともに、参加者の親睦を深める。　・同窓会副会長、閉会のあいさつ

　３年目を迎える「カミングホームデイ」。年々参加者が増えています。本年度は、
の内容をバージョンアップして実施します。奮ってのご参加をお待ちしています。

集まれ！卒業・修了
５年目までの同窓生

日 時

会 場

参加対象者

会 費

内 容

１

２

３
　

４

５
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一
　
研
修
部
活
動
計
画

　

研
修
部
で
は
、
同
窓
生
が
親
睦
を
深
め
る

と
と
も
に
自
己
の
人
間
的
な
資
質
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
に
本
年
度
事
業
を
以
下
の
よ
う

に
計
画
い
た
し
ま
し
た
。
多
数
の
皆
様
の
参

加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

二
　
事
業
内
容

　
　「
第
四
十
六
回
　
同
窓
生
の
集
い
」

　

・
期　

日　
　

九
月
二
十
一
日
（
土
）

　

・
会　

場　
　

ア
ー
ト
ホ
テ
ル
新
潟

　
　
　
　
　
　
　

新
潟
駅
南
口
直
結

　

・
講
演
会

　

（
二
時
十
五
分
～
三
時
四
十
五
分
）

　

「
不
登
校
問
題
に
取
り
組
む
教
師
の
姿
勢

　
　

～
ひ
き
こ
も
り
の
原
点
を
考
え
る
～
」

　

・
講　

師　
　

石
川　

志
郎　

様

　
　

元
新
潟
市
教
育
委
員
会

　
　

Ｓ
Ｓ
Ｔ
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

・
懇
親
会　
　

（
四
時
～
六
時
）

　　

申
込
等
詳
細
は
10
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

一
　
基
本
方
針

　

○
同
窓
会
の
活
動
や
会
員
の
声
、
大
学
の

　
　

紹
介
と
の
連
携
を
密
に
し
た
広
報
活
動

　
　

を
推
進
す
る
。

　

○
四
色
刷
り
カ
ラ
ー
印
刷
で
紙
面
の
刷
新

　
　

を
図
る
。

二
　
活
動
内
容
の
概
要　

　
　

「
教
育
新
報
」
年
間
二
回
発
行

　

○
第
一
七
七
号（
七
月
二
十
日
発
行
予
定
）

　
　

巻
頭
言
、
花
鳥
風
月　

評
議
会
の
報
告
、

　
　

カ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ム
デ
イ
紹
介　

令
和
元

　
　

年
度
専
門
部
動
計
画　

支
部
・
学
科
代

　
　

表
者
会
の
報
告　

本
部
役
員
、
支
部
長
、

　
　

学
科
代
表
一
覧　

平
成
三
十
年
度
決
算

　
　

報
告　

令
和
元
年
度
予
算　

奨
学
金
制

　
　

度
に
つ
い
て　

大
学
教
官
の
異
動
及
び

　
　

大
学
の
コ
ー
ナ
ー　

「
同
窓
生
の
集
い
」

　
　

の
広
報

　

○
第
一
七
八
号（
二
月
二
十
日
発
行
予
定
）

　
　

巻
頭
言
、
花
鳥
風
月　

「
同
窓
生
の
集

　
　

い
」
の
報
告　

学
校
紹
介(

小
・
中
・

　
　

特
別
支
援
学
校)　

カ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ム

　
　

デ
イ
報
告　

令
和
元
年
度
会
務
報
告

　
　

全
学
同
窓
会
交
流
会
の
報
告　

学
科
や

　
　

支
部
の
活
動
紹
介　

交
流
部
活
動
報
告

　
　

「
大
学
と
の
懇
談
会
」　

大
学
の
コ
ー
ナ

　
　

ー　

会
員
の
広
場　

 　
　
　
　

三
　
お
願
い

　
　

○
寄
稿
依
頼
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

交
流
部
は
、本
年
度
特
に「
カ
ミ
ン
グ
ホ
ー

ム
デ
イ
」
の
内
容
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。

１
　
カ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ム
デ
イ
の
実
施

　

（
令
和
元
年
８
月
24
日
（
土
））

　

卒
業
生
の
現
在
の
状
況
や
学
部
・
大
学
院

へ
の
要
望
、
同
窓
会
活
動
へ
の
提
言
等
、
昼

食
会
を
通
し
て
懇
親
を
深
め
る
。

２
　
新
潟
大
学
教
育
学
部
教
職
員
と
同
窓
会

役
員
と
の
「
懇
談
会
・
懇
親
会
」
の
開
催

　

（
令
和
２
年
１
月
23
日
（
木
））

　

学
部
と
現
場
の
双
方
の
現
状
を
報
告
し
、

要
望
等
を
述
べ
合
い
な
が
ら
交
流
を
深
め
、

意
思
の
疎
通
を
図
る
。

・
大
学
・
学
部
・
教
育
実
践
学
研
究
科
の
現

状
と
主
な
取
組

・
卒
業
生
の
就
職
状
況
と
現
場
と
の
連
携

・
同
窓
会
活
動
へ
の
提
言　

等

３
　
各
種
教
育
関
係
機
関
、
他
団
体
と
の
連

携
の
促
進

　

全
学
同
窓
会
へ
の
参
加
を
促
す
。

一
　
活
動
の
重
点

　

（
一
）
学
部
及
び
教
職
大
学
院
（
教
育
実
践
学

研
究
科
）
と
の
連
携
を
図
り
、
会
員
の
連
帯
意

識
の
高
揚
に
努
め
る
。

　

（
二
）
永
年
会
員
と
な
る
学
生
と
そ
の
保
護
者

に
対
し
て
、
同
窓
会
活
動
へ
の
理
解
を
得
る
よ

う
に
努
め
る
。

　

（
三
）
支
部
等
の
組
織
の
改
編
に
向
け
た
諸
活

動
の
検
討
を
継
続
し
て
行
う
。

二
　
活
動
の
内
容

　

（
一
）
支
部
長
会
及
び
学
科
代
表
者
会
の
開
催

　

①
日　

時　

令
和
元
年
６
月
８
日
（
土
）

　

②
会　

場　

新
潟
教
育
会
館

　

③
内　

容　

支
部
（
学
科
）
の
状
況
、
情
報

交
換
、
支
部
（
各
学
科
）
の
集
い
の
開
催
、
会

費
の
納
入

　

※
評
議
会
終
了
後
、
学
科
代
表
者
会
と
支
部

長
会
を
同
時
時
程
で
別
室
に
て
開
催
し
た
。

三
　
そ
の
他

　

（
一
）
教
職
退
職
者
へ
の
対
応

・
事
務
局
と
連
携
し
て
、
継
続
の
意
思
を
確
認
す

る
活
動
を
進
め
る
。

　

（
二
）
学
部
入
学
生
、
学
部
卒
業
生
へ
の
対
応

・
事
務
局
と
連
携
し
て
、
入
学
生
に
は
同
窓
会
の

理
解
を
得
る
活
動
、
卒
業
生
に
は
、
永
年
会
員

の
確
認
（
連
絡
先
等
）
の
活
動
を
進
め
る
。

　

（
三
）
事
務
局
及
び
交
流
部
と
の
連
携

・
カ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ム
デ
イ
昼
食
会
参
加
者
及
び
参

加
者
が
当
日
発
表
す
る
ス
ラ
イ
ド
の
集
約
を
行
う
。

令
和
元
年
度　

専
門
部
活
動
計
画

　

研　

修　

部
部
長　　

小
林　

由
希
恵　　

　

広　

報　

部
部
長　　

本
間　
ア
ユ
子　　

　

組　

織　

部

部
長　　

長
沢　

剛　　　

　

交　

流　

部
部
長　　

永
井　

高
志　　　
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三
十
四
支
部
中
十
七
支
部
の
支
部
長
が
出

席
さ
れ
、
水
澤
玲
子
副
会
長
の
挨
拶
の
後
、

事
務
局
か
ら
会
費
の
納
入
事
務
の
改
善
点
と

問
題
点
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
費
の
納
入
事
務
に
つ
い
て
今
年
度
か
ら

改
善
さ
れ
た
点
が
二
点
あ
り
ま
す
。
一
点
目

は
、
今
ま
で
よ
り
も
か
な
り
早
い
四
月
の
段

階
で
同
窓
生
の
名
簿
提
出
と
会
費
の
納
入
を

し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
点
で
す
。
事
務
局

で
会
費
の
納
入
状
況
の
確
認
を
十
分
に
行
っ

た
結
果
を
支
部
長
会
で
報
告
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
二
点
目
は
、
各
支
部
長
に
支
部
の
各

校
の
同
窓
生
名
簿
と
会
費
の
納
入
状
況
が
知

ら
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
、
支
部
長
は
支
部
の
状
況
を
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
、
名
簿
が
提
出
さ
れ
て

い
な
い
学
校
や
会
費
を
納
め
て
い
な
い
学
校

に
働
き
掛
け
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
改
善
点
は
、
昨
年

度
の
支
部
長
会
で
出
さ
れ
た
意
見
を
受
け
た

も
の
で
、
効
果
が
大
き
い
と
の
声
が
た
く
さ

ん
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

会
費
納
入
に
関
し
て
、
永
年
会
員
か
ら
も

千
円
の
年
会
費
を
徴
収
し
て
納
め
た
学
校
が

何
校
か
あ
っ
た
と
い
う
問
題
点
が
事
務
局
か

ら
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
二
十
二
年
度
入

学
生
（
平
成
二
十
六
年
度
卒
業
生
）
か
ら
は

入
学
時
に
同
窓
会
の
永
年
会
員
と
し
て
の
会

費
三
万
円
を
納
め
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
保
護
者
が
払
っ
て
い
る
な
ど
の
理
由

か
ら
卒
業
生
自
身
が
永
年
会
員
で
あ
る
こ
と

を
知
ら
な
い
例
も
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

そ
こ
で
、
永
年
会
員
の
制
度
を
各
校
に
確
実

に
周
知
し
、
誤
っ
て
会
費
を
徴
収
し
な
い
よ

う
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
各
支
部
で
各
校
の
幹
事

を
集
め
て
永
年
会
員
制
度
に
つ
い
て
確
認
す

る
研
修
会
を
開
い
た
方
が
よ
い
と
い
う
意
見

も
出
さ
れ
ま
し
た
。
支
部
で
研
修
会
を
開
く

際
に
は
、
支
部
助
成
を
活
用
す
る
こ
と
も
で

き
る
と
い
う
説
明
が
事
務
局
か
ら
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
事
務
局
か
ら
は
、
各
校
で
集
め
た

会
費
を
納
め
る
際
に
、
手
数
料
が
違
う
の
で
、

窓
口
で
は
な
く
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
利
用
し
て
ほ
し
い

と
い
う
説
明
も
あ
り
ま
し
た
。

　

更
に
、
現
段
階
で
ま
だ
会
費
を
納
入
し
て

い
な
い
学
校
が
あ
る
の
で
、
支
部
長
を
通
じ

て
働
き
掛
け
を
し
て
い
く
こ
と
も
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

十
五
名
の
学
科
代
表
か
ら
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
今
年
度
の
学
科
の
集
い
の
持
ち
方
や

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
会
を
運
営
し
て
い
っ

た
ら
よ
い
か
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま
し

た
。

　

「
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
会
を
運
営
す
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
」
と
い
う
声
が
多

く
聞
か
れ
ま
し
た
。「
新
入
会
員
が
少
な
い
」

「
名
簿
の
更
新
が
で
き
な
い
」
な
ど
、
組
織

づ
く
り
の
課
題
や
、
実
践
発
表
や
卒
論
発
表

な
ど
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
研
修
中
心
の

会
を
行
う
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
こ
と

な
ど
、
学
科
の
集
い
の
在
り
方
を
改
め
て
考

え
て
み
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
共
有
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、「
大
学
と
の
つ
な
が
り
を
確
か
に

す
る
た
め
に
、
各
学
科
の
同
窓
会
担
当
を
明

確
に
し
、
学
科
代
表
に
伝
え
て
ほ
し
い
」
と

い
う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
会
員

が
、
卒
業
し
て
し
ば
ら
く
た
っ
て
い
る
た
め
、

当
時
の
大
学
の
先
生
は
、
退
職
さ
れ
て
い
た

り
、
他
大
学
に
異
動
さ
れ
た
り
し
て
い
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
同
窓
会
の
運
営
に
つ

い
て
相
談
し
た
り
、
現
役
大
学
生
と
の
橋
渡

し
役
に
な
っ
た
り
す
る
方
が
必
要
で
す
。
ぜ

ひ
、
同
窓
会
本
部
か
ら
の
働
き
掛
け
を
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

学
科
の
集
い
は
、
同
窓
会
の
中
核
と
な
る

大
切
な
活
動
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
学
生
た
ち

を
応
援
し
、
自
分
が
帰
る
場
所
と
し
て
、
い

つ
ま
で
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
文
責　

長
沢　

剛
）

　令和元年六月八日（土）、評議会に引き続き、
新潟教育会館において、支部長会、学科代表
者会を別室にて同時に開催しました。

支部・学科
代表者の報告

支
部
長
会

学
科
代
表
者
会
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役　職   氏　名 支　部 校名など
会　長 　臼杵　勇人 新 潟 東 自宅

副会長

　水澤　玲子 新 潟 北 岡方第一小学校

　瀬藤　雄二 長 岡 西 大島小学校

　関川紀美子☆ 新 発 田 佐々木小学校

　渡邉　　勝☆ 新 潟 北 岡方中学校

事務局
　杉山　和敏

新 潟 西 教育学部同窓会事務局
　高橋　　円☆

　
　
専
　
　
　
門
　
　
　
部

研修部

◎小林由希恵☆ 新 潟 西 笠木小学校

○小泉　慎子 新潟中央 鏡淵小学校

　志田江利子☆ 新潟秋葉 矢代田小学校

　間　　裕太☆ 新 潟 北 早通中学校

広報部

◎本間アユ子 新 潟 南 味方小学校

○保坂　章夫 新潟西蒲 岩室小学校

　島垣　　武 新 潟 北 濁川中学校

　若月　利春 新潟西蒲 漆山小学校

　國井恒太朗 新潟中央 紫竹山小学校

組織部

◎長沢　　剛 新潟秋葉 矢代田小学校

○齊藤　裕子☆ 新潟秋葉 結小学校

　古井丸裕三☆ 新潟西蒲 巻北小

　樋口　大輔 新潟西蒲 曽根小学校

　加藤　雅晃 新 潟 東 桃山小学校

学科名 学科代表 校名など　
1 国 　 語 三村　孝志 川東中学校

2 地 　 理 羽田　雄偉 小須戸小学校

3 歴 史 研 究 室 津野　治彦 亀田小学校

4 経 　 済 古井丸裕三 巻北小学校

5 哲 　 倫　清野　真輝 真砂小学校

6 社 　 会 土田　宏美 内郷小学校

7 算 数 ( 親 話 会 ） 岡村　秀一　 小千谷小学校

8 数 学 ( 懇 話 会 ） 橋谷田　登 亀田西中学校

9 物 　 理 茂呂　良彦 紫雲寺小学校

10 化 　 学 栗林　　操 須田中学校

11 生 　 物 八百板恵理子☆ 小合小学校

12 地 　 学 佐久間州彦　 安野小学校

13 英 　 語 山賀　淑雄　 県立直江津中等教育学校

14 音 　 楽 斎藤　　隆 中野小屋中学校

15 美 　 術 永井　高志 早通小学校

16 保 健 体 育 須田　哲明　 沼垂小学校

17 家 庭 [ 萌 木 会 ] 長尾とし子☆ 自宅

18 職 業 指 導 松村　明彦 自宅

19 教 　 育 山岸　真夫　 自宅

20 教 育 心 理 岡田　義則 新潟市教育委員会

21 技 　 術 遠藤　寿紀☆ 亀田中学校

22 特 別 支 援 教 育 西山　有紗☆ 附属特別支援学校

23 養 教 特 別 別 科 長谷川智恵☆　 見附特別支援学校

24 幼 児 教 育 近藤　和徳 新津第一小学校

25 学社ネットワーク 小柳加奈子 田上町役場

26 生 活 科 学 遠山麻依子 白根第一中学校

27 生 活 シ ス テ ム 大森　　山 糸魚川東中学校

28 健 康 ス ポ ー ツ 大口　良平 根知小学校

29 書 　 道 岡村　　浩 新潟大学教育学部

地　域 支　部 支部長 校名など
上　越 1 上    越 関　　拓也　 東中学校

中
　
　
越

2 長 岡 東 山本　俊介 中越教育事務所

3 長 岡 西 高桑　康博 大島小学校

4 三 　 条 近藤由紀子☆ 旭小学校

5 柏 崎・ 刈 羽 田村　芳彦☆ 日吉小学校

6 小 千 谷 森田　隆行☆ 総合支援学校

7 加 　 茂 国本　　力　 須田小学校

8 十 日 町・ 津 南 庭野　紀元 東小学校

9 見 　 附 小林　雄二☆ 見附小学校

10 燕 櫻井　清隆☆ 分水北小学校

11 魚 　 沼 高橋　栄子　 小出小学校

12 南 魚 沼 大原　有喜　 五十沢小学校

13 弥 　 彦 津端　則夫　 弥彦中学校

14 田 　 上 浅野　哲司　 田上小学校

15 湯 　 沢 白井　恵子☆ 湯沢小学校

16 出 雲 崎 吉田　順一　 出雲崎小学校

下
　
　
越

17 新 潟 北 小林　久哉　 葛塚東小学校

18 新 潟 東 伊藤　紀幸　 下山小学校

19 新 潟 中 央 根岸　恵美☆ 万代長嶺小学校

20 新 潟 江 南 川又　健司☆ 東曽野木小学校

21 新 潟 秋 葉 滝澤　　訓　 荻川小学校

22 新 潟 南 椿坂　恭永　 根岸小学校

23 新 潟 西 野瀬　浩司　 黒埼南小学校

24 新 潟 西 蒲 髙橋　治子☆ 中之口東小学校

25 新 発 田 小野沢謙一☆ 七葉小学校

26 村 　 上 鈴木　正美 村上小学校

27 五 　 泉 石田　雄介　 巣本小学校

28 阿 賀 野 臼井　政之☆ 笹神中学校

29 胎 　 内 齋藤　重雄☆ 中条中学校

30 聖 　 籠 近藤　幸栄☆　 亀代小学校

31 阿 　 賀 丸山　裕輔☆ 上川小学校

32 関 　 川 中村　克行☆ 関川小学校

33 粟 島 浦 富樫　俊紀☆ 粟島浦小学校

佐　渡 34 佐 　 渡 坂井　一美　 真野小学校

役　職   氏　名 支　部 校名など

専
門
部

交流部

◎永井　高志 新潟江南 早通小学校

○小泉　浩彰 新潟中央 新潟市教育委員会

　古川　智子 新潟中央 鳥屋野小学校

　細田　英海☆ 新 潟 西 小針小学校

　八坂　剛史 大 学 新潟大学教育学部

監　事

　松野　孝雄 新潟西蒲 曽根小学校

　松井　裕美 新潟西蒲 和納小学校

　軽部　直幸☆ 新 潟 西 内野中学校

顧
　
　
問

　中川　幸次 県 外 自宅

　江口　直禎 新潟中央 自宅

　大関　雄策 新潟中央 自宅

　磯辺　浩昭 新 発 田 自宅

　藤井　保男 新 潟 東 自宅

　斎藤寿一郎 新 潟 東 自宅

　佐藤　重勝 新潟秋葉 自宅

　安達　  徹 新潟秋葉 自宅

新
潟
大
学
全
学
同
窓
会

理　事 　臼杵　勇人 新 潟 東 自宅

運営委員

　加藤　文子 新潟江南 自宅

　山下あい子☆ 新潟西蒲 自宅

　畠山　典子 新潟中央 新潟市児童センター

　岡村　　浩 大 学 新潟大学教育学部

カード事業 　駒澤　一彦 新 潟 西 自宅

令和１年度  同窓会本部役員　 < 任期は令和１年度～令和２年度 > ☆印は新役員

令和１年度  同窓会学科代表 ☆印は新代表 令和１年度  同窓会支部長 ☆印は新支部長
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項　　目 30 年度決算額 30 年度予算額 増　　減 摘　　要
1 繰 入 金 8,630,000 8,630,000 0 総合会計から繰入れ

2 雑 収 入 12 0 12 銀行利息

合　　計 8,630,012 8,630,000 12

項　　目 30 年度決算額 30 年度予算額 増　　減 摘　　要
１ 会 議 費 128,916 140,000 ▲ 11,084 本部会、会計監査、評議会、役員会等（会場費、お茶代等）

２ 旅 費 233,960 250,000 ▲ 16,040 役員旅費、会員旅費

３ 助 成 費 586,500 500,000 86,500 学科助成、支部助成、同期の会助成

４ 事 務 局 費 551,299 600,000 ▲ 48,701 消耗費、電話代、光熱費、封筒印刷代、印刷紙代、送料等

５ 研 修 費 313,159 350,000 ▲ 36,841 同窓生の集い企画運営費（会場費、講師謝礼、参加助成等）

６ 広 報 費 1,464,219 1,500,000 ▲ 35,781 機関紙発行代、発送代、ＨＰ更新手当、パンフ№ 8 作成代

７ 組 織 費 379,760 200,000 179,760 名簿メンテナンス代、クリアファイル代金、返信切手代金

８ 交 流 費 172,504 150,000 22,504 学部との交流会企画運営費（会場費、参加助成等）

９ 大学・学生支援費 1,187,144 1,450,000 ▲ 262,856 研究会バス助成、卒業制作展助成、卒業祝賀会助成等、カレンダー作成

10 全 学 同 窓 会 費 602,260 700,000 ▲ 97,740 学部負担金、全学交流会助成、運営委員旅費等

11 渉 外・ 厚 生 費 80,000 150,000 ▲ 70,000 附属校研究発表会等祝儀、新潟教育会館寄付等

12 人 件 費 1,740,000 1,740,000 0 事務局報酬２名　　

13 教育学研究科助成 800,000 800,000 0 大学院奨励者６名

14 そ の 他・ 予 備 費 24,465 100,000 ▲ 75,535 賞状盆、奨励者賞状印刷代金、事務引き継ぎ

合      計 8,264,186 8,630,000 ▲ 365,814

項　　目 30 年度決算額 30 年度予算額 増　　減 摘　　要
１ 繰   越    金 52,464,828 52,464,828 0 前年度繰越金 

２ 学 校 会 員 会 費 3,111,166 3,200,000 ▲ 88,834 会費ー振込手数料 , 振込用紙印字 ,467 校・3176 名

３ 個 人 会 員 会 費 266,836 220,000 46,836 会費ー振込手数料　300 名

４ 永 年 会 員 会 費 5,706,556 6,000,000 ▲ 293,444 会費ー振込手数料　191 名

５ 繰   入    金　 365,826 0 365,826 * 一般会計への繰出金に残金が出た場合、年度末に繰入

６ 雑   収    入 151,124 4,000 147,124 銀行利息、宮園先生、小久保先生より、定期利息（5 年）

合　　計 62,066,336 61,888,828 177,508

項　　目 30 年度決算額 30 年度予算額 増　　減 摘　　要
１ 一 般 会 計 繰 出 金 8,630,000 8,630,000 0

１．収入の部

１．収入の部

２．支出の部

２．支出の部

３．残高の部　　　　 8,630,012 円－ 8,264,186 円＝ 365,826 円　　＊残金は平成 30 年度総合会計へ繰り出します。

３．残高の部　　　　 62,066,336 円－ 8,630,000 円 = 53,436,336 円　　＊残金は 2019 年度総合会計に繰り越します。

　

 　
　
　
　
　
　
　
　（
昨
年
度
の
七
月
以
降
）

◎
学
部
を
去
ら
れ
た
先
生

　教
　
授
　
　
成
田
　
圭
一
（
英
語
科
）

　
　
　
　
　
　
平
成
三
十
一
年
三
月
末
日
　
定
年
退
職

教
　
授
　
　
長
谷
川
　
敬
三
（
数
学
科
）

　
　
　
　
　
　
平
成
三
十
一
年
三
月
末
日
　
定
年
退
職

教
　
授
　
　
麓
　
　
慎
一
（
社
会
科
）

　
　
　
　
　
　
平
成
三
十
一
年
三
月
末
日
転
出

准
教
授
　
　
小
野
　
映
介
（
社
会
科
）

　
　
　
　
　
　
平
成
三
十
一
年
三
月
末
日
転
出

准
教
授
　
　
岸
本
　
　
功
（
理
科
）

　
　
　
　
　
　
平
成
三
十
一
年
三
月
末
日
転
出

准
教
授
　
　
石
垣
　
健
二
（
保
健
体
育
科
）

　
　
　
　
　
　
平
成
三
十
一
年
三
月
末
日
転
出

准
教
授
　
　
杉
澤
　
武
俊
（
教
育
心
理
学
）

　
　
　
　
　
　
平
成
三
十
一
年
三
月
末
日
転
出

准
教
授
　
　
井
口
　
　
浩
（
教
職
大
学
院
実
務
家
教
員
）

　
　
　
　
　
　
平
成
三
十
一
年
三
月
末
日
任
期
満
了

准
教
授
　
　
金
子
　
淳
嗣
（
教
職
大
学
院
実
務
家
教
員
）

　
　
　
　
　
　
平
成
三
十
一
年
三
月
末
日
任
期
満
了

准
教
授
　
　
兵
藤
　
清
一
（
教
職
大
学
院
実
務
家
教
員
）

　
　
　
　
　
　
平
成
三
十
一
年
三
月
末
日
任
期
満
了

◎
新
し
く
お
い
で
に
な
っ
た
先
生

教
　
授
　
　
北
村
　
　
繁
（
社
会
科
）

　
　
　
　
　
　
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
採
用

准
教
授
　
　
尾
身
　
浩
光
（
教
職
大
学
院
実
務
家
教
員
）

　
　
　
　
　
　
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
採
用

准
教
授
　
　
渋
谷
　
　
徹
（
教
職
大
学
院
実
務
家
教
員
）

　
　
　
　
　
　
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
採
用

准
教
授
　
　
横
堀
　
壮
昭
（
教
職
大
学
院
実
務
家
教
員
）

　
　
　
　
　
　
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
採
用

特
任
助
教
　
加
藤
　
　
将
（
教
育
学
部
）

　
　
　
　
　
　
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
採
用

特
任
教
授
　
大
橋
　
英
喜
（
教
職
大
学
院
）

　
　
　
　
　
　
令
和
元
年
五
月
一
日
採
用

准
教
授
　
　
田
中
　
雄
二
（
学
校
教
育
学
）

　
　
　
　
　
　
令
和
元
年
六
月
一
日
昇
任

（
敬
称
略
）

平成30年度　一般会計決算報告

平成30年度　総合会計決算報告

( ▲は、予算に対して減）

( ▲は、予算に対して減）

大

学

教

官

の

異

動
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項　　目 1 年度予算額 30 年度予算額 増　　減 摘　　要
1 繰 入 金 8,630,000 8,630,000 0 総合会計から繰入れ

2 雑 収 入 0 0 0
合　　計 8,630,000 8,630,000 0

項　　目 1 年度予算額 30 年度予算額 増　　減 摘　　要
１ 会 議 費 140,000 140,000 0 本部会、会計監査、評議会、役員会等

２ 旅 費 250,000 250,000 0 役員旅費、会員旅費

３ 助 成 費 600,000 500,000 100,000 学科助成、支部助成、同期の会助成

４ 事 務 局 費 650,000 600,000 50,000 消耗費、電話代、光熱費、封筒印刷代、印刷紙代、送料等

５ 研 修 費 350,000 350,000 0 集い企画運営費等（会場費、講師謝礼、参加助成等）

６ 広 報 費 1,600,000 1,500,000 100,000 機関紙発行代、発送代、パンフ№ 9 作成

７ 組 織 費 340,000 200,000 140,000 名簿メンテナンス代、クリアファイル代金、返信切手代金

８ 交 流 費 150,000 150,000 0 交流会企画運営費、カミングホームデイの参加助成

９ 大学・学生支援費 1,200,000 1,450,000 ▲ 250,000 研修会バス助成、卒業制作展助成、卒業祝賀会助成等、カレンダー作成

10 全 学 同 窓 会 費 620,000 700,000 ▲ 80,000 負担金、全学交流会助成、運営委員旅費等

11 渉 外・ 厚 生 費 100,000 150,000 ▲ 50,000 附属校研究発表会等祝儀、香典、教育会館寄付

12 人 件 費 1,800,000 1,740,000 60,000 事務局報酬２名

13 教育学研究科助成 800,000 800,000 0
14 そ の 他・ 予 備 費 30,000 100,000 ▲ 70,000

合      計 8,630,000 8,630,000 0

項　　目 １年度予算額 30 年度予算額 増　  　減 摘　　要
１ 繰   越    金 53,436,336 52,464,828 971,508 前年度繰越金

２ 学 校 会 員 会 費 3,200,000 3,200,000 0 会費―振込手数料

３ 個 人 会 員 会 費 260,000 220,000 40,000 会費―振込手数料

４ 永 年 会 員 会 費 5,900,000 6,000,000 ▲ 100,000 会費―振込手数料

５ 繰   入    金　 0 0 0 ＊一般会計への繰出金に残金が出た場合、年度末に繰入

６ 雑   収    入 4,000 4,000 0 銀行利息など

合　　計 62,800,336 61,888,828 911,508

項　　目 １年度予算額 30 年度予算額 増　  　減 摘　　要
１ 一 般 会 計 繰 出 金 8,630,000 8,630,000 0

合　　計 8,630,000 8,630,000 0

１．収入の部

１．収入の部

２．支出の部

２．支出の部

◎
会
費
納
入
の
お
願
い

　
令
和
元
年
度
の
会
費
の
納
入
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
各
学
校
に
お
い
て
は
、
永
年
会
員
の

方
か
ら
の
納
入
が
目
立
ち
ま
す
。
こ
れ

は
二
重
納
入
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の

で
、
十
分
確
認
し
て
か
ら
納
入
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　（
永
年
会
員
制
度
は
平
成
二
十
二
年

度
入
学
者
か
ら
で
す
の
で
二
十
六
年
度

以
降
卒
業
生
が
対
象
で
す
。
な
お
対
象

者
で
あ
り
な
が
ら
、
永
年
会
員
の
手
続

き
を
せ
ず
に
各
勤
務
校
で
納
入
し
て
い

る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
永
年
会
員
の
手

続
き
は
こ
れ
か
ら
も
で
き
ま
す
の
で
、

希
望
の
方
は
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　「
永
年
会
員
証
」
は
入
学
時
に
保
護

者
に
送
付
し
て
お
り
ま
す
。）

　
ま
た
個
人
会
員
の
方
に
は
、
個
別
に

振
込
用
紙
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
助
成
に
つ
い
て

　
昨
年
度
は
、
学
科
や
同
期
の
会
の
集

い
が
多
く
開
催
さ
れ
、
助
成
金
を
送
ら

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◎
全
学
同
窓
会
交
流
会
の
ご
案
内

　
今
年
も
講
演
会
と
懇
親
会
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
期
日
は
十
月
十
九
日（
土
）、

会
場
は
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
で
す
。
懇
親
会
参
加
者
に
は
会
費
の

半
額
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

令和1年度　一般会計予算

令和1年度　総合会計予算

( ▲は、前年度比較減）

( ▲は、前年度比較減）

事
務
局
だ
よ
り

事
務
局
だ
よ
り
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新
潟
大
学
に
教
職
大
学
院
が
設
置
さ

れ
、
四
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。　

　

同
窓
会
は
こ
れ
ま
で
、
教
職
大
学
院

の
設
置
や
運
営
に
つ
い
て
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
維
持
、

継
続
、
発
展
の
た
め
の
支
援
を
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
会
則
を
見
直
し
、

教
育
実
践
学
研
究
科
生
も
同
窓
会
会
員

と
す
る
こ
と
、
予
算
の
面
で
も
支
援
で

き
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
を
検
討
し

て
き
ま
し
た
が
、
平
成
三
十
年
度
よ
り

研
究
助
成
費
を
拠
出
す
る
こ
と
を
評
議

会
で
決
定
し
ま
し
た
。

　

「
新
潟
大
学
教
育
学
部
同
窓
会
教
育

実
践
学
研
究
科
奨
学
金
規
則
」
の
第
一

条
に
は
「
学
業
奨
励
金
と
し
て
奨
学
金

を
給
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
学
院
生

の
更
な
る
学
業
成
績
の
向
上
及
び
活
力

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
趣
旨
に

基
づ
き
、
授
与
対
象
者
や
金
額
な
ど
規

定
の
詳
細
に
関
し
て
本
部
会
で
検
討
を

重
ね
、
先
日
の
評
議
会
で
規
則
と
内
規

に
つ
い
て
承
認
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
概
要
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

　

◇
奨
学
金
は
、
教
育
実
践
学
研
究
科

長
の
推
薦
に
基
づ
き
、
同
窓
会
本
部
で

審
査
し
、
同
窓
会
長
が
決
定
し
ま
す
。

金
額
に
つ
い
て
は
、
年
度
始
め
に
同
窓

会
長
が
定
め
ま
す
。
ま
た
、
総
額
の
範

囲
内
で
一
律
に
授
与
し
ま
す
。

　

◇
授
与
対
象
者
は
、
教
育
学
部
同
窓　

会
会
員
で
一
年
次
生
と
し
ま
す
。（
一

年
次
末
の
研
究
業
績
を
基
に
、 

二
年
時

の
研
究
に
つ
な
げ
て
も
ら
う
た
め
）

 

平
成
二
十
八
年
度
よ
り
一
期
生
と
し

て
教
職
大
学
院
で
学
ん
だ
修
了
生
は
現

場
に
戻
り
、
大
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
授
与
さ
れ
た
六
名
は
、
現
職

院
生
三
名
、
ス
ト
レ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
三

名
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
募
集
は
教
育
学
部

卒
業
生
を
五
名
増
や
し
、
定
員
が
二
十

名
に
な
る
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
実
践
学
研
究
科
生
が
現
場
と
連

携
し
な
が
ら
、
あ
る
い
は
現
場
に
戻
っ

て
、
自
ら
の
研
究
の
成
果
と
学
び
を
現

場
や
地
域
に
還
元
し
て
く
れ
る
こ
と
は

ま
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
同
窓
会
と
し

て
も
、
こ
れ
か
ら
の
新
潟
市
、
新
潟
県

の
教
育
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
優
秀
な

教
員
養
成
に
尽
力
し
、
母
校
の
発
展
に

寄
与
し
て
い
き
ま
す
。

       　
　

　
　
　
　
　

（
副
会
長　

水
澤　

玲
子
）

 

新
潟
大
学
教
育
学
部
よ
り

  

ア
ン
ケ
ー
ト
協
力
の
お
願
い

　

新
潟
大
学
教
育
学
部
で
は
、
教
員

養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善
を
目
的
に
、

現
在
教
職
に
あ
る
卒
業
生
の
視
点
か

ら
の
評
価
を
知
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
今
回

は
在
籍
中
の
学
生
だ
け
で
な
く
、
学

校
現
場
で
経
験
を
積
ま
れ
て
い
る
方

か
ら
も
あ
ら
た
め
て
大
学
に
お
け
る

教
育
の
評
価
や
ご
意
見
を
お
寄
せ
い

た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
Ｗ
ｅ
ｂ
上
の
ア
ン
ケ
ー
ト
と
な
っ

て
お
り
、
最
近
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

基
づ
い
た
質
問
項
目
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
回
答
可
能
な
部
分
の
み
で
結

構
で
す
。
頂
い
た
デ
ー
タ
に
つ
き
ま

し
て
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
善
の
み

に
使
用
す
る
予
定
で
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。（
＊
印
は

必
須
項
目
）

◆
該
当
者

　
新
潟
大
学
教
育
学
部
卒
業
生

◆
ア
ン
ケ
ー
ト
用
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

仲
間
を
支
援
す
る
奨
学
金
制
度
設
立
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日
頃
よ
り
、
教
育
学
部
同
窓
会
の
皆
様
に

は
、
多
く
の
御
支
援
を
賜
り
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
度
に
は
、
教
職
大
学
院

に
奨
学
金
制
度
を
設
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

院
生
の
教
育
研
究
活
動
が
益
々
充
実
す
る
も

の
と
思
い
ま
す
。
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
一
　
教
育
実
践
学
研
究
科

　
　
　
　
　
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト

   

本
年
度
、
教
職
大
学
院
の
名
称
を
教
育
学

研
究
科
か
ら
教
育
実
践
学
研
究
科
に
変
更
し

ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
平

成

三

十

一

年

四

月

一

日
、
高
橋
姿

学
長
、
大
浦

容
子
理
事
・

副
学
長
に
ご

出
席
を
い
た

だ
き
、
研
究

科
教
員
や
事

務
職
員
の
見

守
る
中
で
、「
大
学
院
教
育
実
践
学
研
究
科
」

銘
板
の
上
掲
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。 

　

教
育
実
践
学
研
究
科
で
は
、
学
校
現
場
の

課
題
や
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
、
教
育
実
践

コ
ー
ス
を
、「
教
育
実
践
分
野
」「
教
科
教
育

高
度
化
分
野
」「
特
別
支
援
教
育
分
野
」
の

三
分
野
に
分
け
て
選
択
科
目
を
新
設
す
る
等
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
拡
充
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
今
年
度
か
ら
、
特
別
支
援

学
校
教
諭
専
修
免
許
状
の
取
得
も
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
入
学
定
員
も
、
十
五
名
か
ら

二
十
名
に
増
員
し
ま
し
た
。
ま
た
研
究
者
教

員
四
名
が
、
新
た
に
教
育
実
践
学
研
究
科
に

加
わ
り
ま
し
た
。
研
究
者
教
員
十
三
名
、
実

務
家
教
員
六
名
、
合
計
十
九
名
の
専
任
教
員

と
な
り
ま
し
た
。
研
究
者
教
員
は
学
部
教
育

に
も
関
わ
り
つ
つ
、
教
職
大
学
院
の
専
任
教

員
と
し
て
授
業
や
院
生
指
導
に
あ
た
り
ま
す
。

実
務
家
教
員
は
、
新
潟
県
・
新
潟
市
教
育
委

員
会
と
の
交
流
人
事
等
に
よ
り
、
学
校
現
場

で
培
っ
た
教
育
実
践
に
対
す
る
豊
か
な
経
験

と
知
見
を
も
と
に
院
生
指
導
に
あ
た
り
ま
す
。

　
二
　
教
育
実
践
学
研
究
科
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
授
業
の
姿

　

教
職
大
学
院
で
は
、
理
論
と
実
践
の
往
還

の
あ
る
学
び
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
の
手
立
て
・
学
び
の
姿
を
幾
つ
か
紹
介

し
て
み
ま
す
。

①
研
究
者
教
員
・
実
務
家
教
員
の
専
任
教
員

チ
ー
ム
に
よ
る
課
題
研
究
指
導

　

本
教
職
大
学
院
の
特
徴
の
ひ
と
つ
は
、
研

究
者
教
員
と
実
務
家
教
員
の
チ
ー
ム
に
よ
る

授
業
や
院
生
指
導
で
す
。
例
え
ば
こ
の
両
者

が
二
名
一
組
の
チ
ー
ム
を
組
み
、
特
定
連
携

協
力
校
・
連
携
協
力
校
を
隔
週
の
ペ
ー
ス
で

訪
問
し
、
院
生
の
実
習
や
課
題
研
究
指
導
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。
研
究
者
教
員
・
実
務
家

教
員
が
、
持
ち
味
を
活
か
し
て
協
働
す
る
中

で
、
本
教
職
大
学
院
で
の
豊
か
な
学
び
が
生

み
出
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
院
生
と
教
員
が
共

に
議
論
す
る
時
間
は
、
あ
っ
と
言
う
間
に
流

れ
る
、
充
実
し
た
豊
か
な
ひ
と
と
き
で
す
。

②
通
常
学
級
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
視

点
に
立
っ
た
授
業
づ
く
り

  

本
教
職
大
学
院
の
特
徴
と
し
て
、
特
別
支

援
教
育
に
関
す
る
必
修
共
通
科
目
を
設
け
て

い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
前
述
の
よ
う

に
、
今
年
度
入
学
生
か
ら｢

特
別
支
援
教
育

分
野
」
を
設
け
、
特
別
支
援
学
校
教
諭
専
修

免
許
状
の
取
得
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
、
共
通
必
修
科
目｢

特
別
支
援
教
育

の
実
際
」
の
授
業
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
授
業
で
は
、
通
常
学
級
に
お
け
る
特

別
支
援
教
育
の
視
点
に
立
っ
た
授
業
や
子
ど

も
の
指
導
方
法
を
中
心
に
、
教
育
制
度
、
学

校
以
外
の
機
関
・
専
門
家
と
の
連
携
、
特
別

な
場
で
の
教
育
等
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
授

業
は
理
論
や
基
本
情
報
を
ベ
ー
ス
と
し
、
グ

ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
や
支
援
計
画
・
授
業

案
の
作
成
な
ど
、
理
論
と
実
践
の
往
還
を
大

事
に
し
て
い
ま
す
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
に
基
づ
く
指
導
案
検
討
を
行
い
、
教
員
・

学
生
が
自
由
に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
子

ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
活
躍
で
き
る
授
業
を

考
え
て
い
き
ま
す
。

③
学
び
高
め
合
う
場
と
し
て

  

教
育
実
践
コ
ー
ス
に
新
た
に
「
教
科
教
育

高
度
化
分
野
」
を
設
け
、｢

授
業
改
善
と
学

習
評
価
」
の
選
択
科
目
を
開
講
し
ま
し
た
。

本
授
業
に
は
、
附
属
学
校
教
員
も
随
時
参
加

し
て
い
ま
す
。
写
真
は
、
四
月
十
二
日
の
第

一
回
講
義
の
様
子
で
す
。
グ
ル
ー
プ
毎
に
、

教
育
基
本
法
・
学
校
教
育
法
等
の
法
令
と
学

習
指
導
要
領
の
教
科
等
の
目
標
と
の
関
係
・

繋
が
り
を
捉
え
、
発
表
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
教
科
の
枠
を
越
え
て
、
専
任
教
員
・
兼

務
教
員
・
附
属
学
校
教
員
が
、
発
表
内
容
に

つ
い
て
議
論
を
深
め
る
、
相
互
の
学
び
合
い

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

               

  

学
校
、
研
究
者
教
員
／
実
務
家
教
員
／
附

属
教
員
、
現
職
教
員
院
生
／
学
部
卒
院
生
等

の
枠
を
越
え
て
、
学
び
高
め
合
う
場
と
し
て

の
教
職
大
学
院
の
可
能
性
は
広
が
り
ま
す
。

▲銘板上掲式

教
職
大
学
院
の

　
　
　

  

新
た
な
挑
戦

　
　

 
〜
教
育
実
践
学
研
究
科
の
取
組
〜

教
職
大
学
院
の

　
　
　

  

新
た
な
挑
戦

　

 　
〜
教
育
実
践
学
研
究
科
の
取
組
〜

大
学
院
教
育
実
践
学
研
究
科
長

              
宮

　薗

　
　衛

大
学
院
教
育
実
践
学
研
究
科
長

              
宮

　薗

　
　衛

▲４月 12 日　授業の様子
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日時 

令和元年 9 月 21 日（土） 
１４：００より 
（１３：３０受付開始） 

講師 

石川 志郎 氏 
元 新潟市教育委員会 学校支援課  

SST  チーフアドバイザー 

場所 
アートホテル新潟 

〒950-0911 新潟県新潟市中央区笹口 1-1 

TEL.025-240-2111 

申し込み＆問い合わせ先 
新潟大学同窓会事務局 

TEL＆FAX 025－263-6760 
MAIL    dousou@ed.niigata-u.ac.jp   

※火曜から金曜までの 13:00 から 17:00 の間にお願いいたします。 

 
日程 
受付 13:30～ 
開会式 

14:00～14:15 
講演会 
 14:15～15:45 
懇親会 
 16:00～18:00 
 
 

入場料 
  無料 
 

懇親会 
新潟大学教育学部

の卒業生の方は，是非
懇親会にもご参加くださ
い。参加を希望される
方は 9 月 13 日までに
ご連絡ください。参加費
は 3,000 円です。 
 

 

主催 
 新潟大学教育学部
同窓会 

後援  

 新潟市教育委員会 

第 46 回 同窓生の集い 

講演会 
「不登校問題に取り組む

教師の姿勢」 
～ひきこもりの原点を考える～ 
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